
 列の操作コマンドは、列に関するコマンドをすべてまとめたものです。列の移動、書式設定、幅調整、
名前の変更、数式列の追加、行番号の挿入、複製、分割、挿入、削除、表示／非表示の機能がありま
す。

①「ActiveData」タブをクリックします。

②「ActiveDataワークシートコマンド」
グループ内の「列」から「列の操作」を
クリックします。

Ⅴ．列－列の操作

「列の操作」機能について「列の操作」機能について



「列」
【列の操作】機能説明

「列」
【列の操作】機能説明  「上に移動」「下に移動」「位置指定」：

選択した列の位置を変えることができます。

 「書式設定」：
選択した列の書式設定ウィンドウが表示され、表示形式、配置、フォント
などの変更を行うことができます。

 「幅調整」：
選択した列の幅の自動サイズ調整を行います。

 「名前の変更」：
先頭行に表示される各列のタイトルの名前を変更することができます。

 「数式列追加」：
選択した列の前に数式列を挿入することができます

 「行番号挿入」：
ワークシート上のアクティブセルの左側に新しい列が挿入され、Excelの行
番号がそのまま付与されます。

 「複製」：
選択した列を複製し、選択した列の前に挿入させることができます。

 「分割」：
「列の分割」ウィンドウが開き、様々な条件を設定して列を分割できます。

 「挿入」：
選択した列の前に空欄を挿入することができます。

 「削除」：
選択した列を削除します。

 「表示/非表示」：
選択した列の表示と非表示を切り替えることができます。

列の操作コマンドにより、エクセルに表示されて
いる列を操作することができます。

分析機能
㉒「列の操作」機能説明


